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2014年3月に英国より講師を招きワークショップ「learning to listen 馬からの学び」開催 

 20日(木）：WORKSHOP1：「馬とのよりよい関係のために」 

＊ 会場  ： 乗馬クラブ クリエ三浦 

＊ 馬の動作や反応から、馬のことばを理解しよう。観察、ハンドリング、馬装、馬へのプレッシャーなどからの学び 

＊ 対象：クリエ三浦メンバー／クリエ三浦自馬オーナー（それぞれ半日開催） 

 

 3月21日(金）WORKSHOP2「馬とのよりよい関係のために」 

＊ 会場  ：グリーンフィールドET 

＊ 馬の動作や反応から、馬のことばを理解しよう。観察、ハンドリング、馬装、馬へのプレッシャー。馬とのアクティビティ、ランチなど

を通しての学び 

 

 3月22日(土)WORKSHOP3「傾聴とアサーション 人とのよりよい関係のために」 

＊ 会場  ：グリーンフィールドET 

＊ 自分も相手も他者も大切にすることを馬とのアクティビティなどを通して学ぶ 

＊ 対象：馬に接した経験がない方 

 

 3月23日(日)WORKSHOP4「ファミリープログラム～よりよい家族関係のために」 

＊ 会場  ：グリーンフィールドET 

＊ 家族で馬とのアクティビティを体験する 

＊ 対象、参加要件：家族単位での参加。馬に接した経験は問わない 

Activity Report: 

 

4

 

障がい者乗馬とは  

 

―障がい者乗馬とは 

障がい者が乗馬を通じてレクリエーションや機
能回復の機会を推進するとともに、スポーツとし
ての乗馬を楽しめる活動を指します。 

馬は元来おだやかで人なつっこく、従順であり、
正しく接すれば、人間を攻撃しない、穏やかな生
きものです。乗馬を通じて命の尊厳を学ぶとと
もに、馬の世話や非言語コミュニケーションを通
じた「気づき」や乗馬を通じた達成感を得ること
が期待されています。 

 

―障がい者乗馬の歴史 

20世紀初頭、第一次世界大戦にまで遡ります。
大戦で負傷したイギリス兵たちが、馬に乗ってリ
ハビリを行ったことが、その発祥とされていま
す。その後、「乗馬セラピー」は世界中に広まり、
現在ではごく一般的な治療の手段として実践さ
れています。 

 

 

 

乗馬セラピー効果 
 

―知的障がい者・児の場合 

大型動物とコミュニケート出来たことで自信が
つき、日常生活が積極的になったり、家族以外の
人と話さなかった子が、馬と一緒に歩いてくれ
たボランティアの人に話しかけるようになった
り、馬に乗ることで姿勢がしっかりしてくるなど
があります。 

 

―身体障がい者の場合 

普段使わない筋肉を使ったり、馬のあたたかい
背中にまたがることで、股関節が広がるなどの
リハビリ効果や、走ることができない人でも馬に
乗って走ることで、風をきって走る爽快感が味
わえるなどがあります。 

馬との活動を通じて他者との関係を築くという事

 EFP (Equine Facilitated Project)とは、人

が幸せになるために、馬と馬をとりまく環境

がもたらしてくれる恵みを目的をもって利用

するプロジェクト。 

 mudefは、幸せな明日を迎えることをサポー

トする取り組み「Hope and Dream」プロジェク

トのひとつとして、EFPを通じて、主に障害を持

つ子どもたちが乗馬を通じてレクリエーション

や機能回復の機会を推進しています。 

 目指すのは、誰でもが馬との活動を通して、

忙しない日常を離れ、自然の中でゆったりと

した時間を持つこと、その中で、よりよい関係

―自然、動物、家族、自分、他者との関係を築

いていくこと。 

 障がいを持つ人を含めたすべての人が、ス

ポーツを楽しめることは、あらゆる人が、等し

く社会にアクセス可能な社会を目指すことに

つながります。そしてこのアクセシブルな社

会の実現は、mudefが活動の軸に掲げる「世界

的規模の課題の解決」のための第一歩でもあ

ります。 

 世界中のすべての人が、自分たちの可能性

に挑戦し続ける社会を目指して。そんな願い

から、mudefはEFPをサポートしています。 

EFPとは P.1 

2/2活動レポート  P.2 

今後の活動予定 P.4 

年 月

Activity Report: Equine Facilitated Project   
EFPでは、生涯発達を目指したハッピーな馬との活動を発信しています。 

 馬、自然とのふれあい 

 チームビルディング、コミュニケーション向上プログラム 

 馬の世話をとおした社会体験・労働体験 

 近隣農家との協力プログラム、収穫や食の循環を学ぶ 

 低年齢児のグループ療育プログラム 

 心と身体を育む子どものためのプログラムい 

 特別なニーズがある人の乗馬指導や乗馬活動コーディネート、支援 

 デイキャンプや季節ごとの行事の開催 

 ポニー出張（パーティ、イベント他） 

 外乗旅行 

 講師派遣によるセミナー、クリニックの開催など 

EFPの主な活動 

EFPの活動は、エルセーヌグループの支援を受けて実施されています。 



年 月 日 

活動視察レポート

プログラムを視察 

 2014年2月2日、神奈川県横須賀

市にある乗馬クラブ「グリーン

フィールドET」で行われているEFP

のプログラムの視察に、mudefス

タッフが伺いました。 

 前日から2日午前にかけて行わ

れていたのが、スペシャルオリン

ピックス日本の馬術プログラム。知

的障がい者を対象に行われるスペ

シャルオリンピックスでは、これま

で国内では馬術プログラムは認

められていませんでしたが、今年

秋からエキシビジョンとして参加

することが決定しました。これによ

り、今後国内での大会開催を経

て、国際大会への出場が可能にな

ります。 

 この日は公式規定に則ったプロ

グラムを実施。参加者11名がトレー

ナーと共に、巧みに馬を操ります。 

 今回のプログラムは2日間に分

かれて宿泊することで、生活自立

の訓練も兼ねていました。宿泊先

では参加者たちが今後の目標や

地区大会について話し合うことが

できました。 

 スペシャルオリンピックスの合宿

プログラムは午前に終了し、午後

からは通常の乗馬プログラムが行

われました。 

 EFPの視察を通じて繰り返し出

てきたのが、「一人一人が異なる

ニーズがあること」です。例えば

参加者の一人に触覚障がいの方

がいました。限られたものしか触る

ことができない彼女ですが、プロ

グラム終了後には自ら苦手なニン

ジンを手にしてそれまで乗ってい

た馬に食べさせていました。「馬に

乗ったことで五感を刺激されたん

だと思います。わくわく感をもった

ことで、積極的に障れるように

なったんですね」とトレーナーの太

田さん。 

 馬と触れ合うことは、単に乗馬

だけではありません。「家族でポ

ニーに引き綱をつけて畑を一周す

るだけでも大きな意味がありま

す。馬を連れて歩くだけでも、家族

の中で会話が生まれます。大人も

馬を連れて歩くと楽しいですよ

ね？大人が楽しいことは子どもも

楽しい。わくわくする気持ちがつ

ながるんです」。 

現在EFPのプログラムに登録し、定

期的に訪れる人は約20名。それぞ

れの差異を尊重したプログラムが

実施されます。 

馬とコミュニケーション 

 また、そのプログラムは障がい

を持った人以外にも行われるのが

EFPの特徴。今回参加した家族の

一人に、障がいは持っていないも

のの、中学校から不登校になった

妹さんがいる、という方がいまし

た。「中学に入ったら学校に行けな

くなってしまったんです。不登校の

間にこの乗馬クラブに連れてきま

した。初めは固まってしまっていた

んですが、次第に積極的になり、一

人で通うように。今年からは北海

道日高市にある乗馬ができる静内

高校に1人で国内留学をしました。

将来はお姉ちゃんのような障がい

を持った人も楽しめる障がい者乗

馬に携わりたいと話しています」。 

 障がい者乗馬の最大の特徴、そ

れは馬を相手に、青空の下で馬に

触れ、馬の声に耳を傾けることで、

人と馬、さらに自分と他者との信

頼関係を育むことができる事で

しょう。知覚や運動能力を向上さ

スペシャルオリンピックス

馬術プログラム合宿と通常

プログラムを視察

EFPスタッフ紹介 
 

 

中田正子 Masako Nakata 

東京出身 

立教大学教育学科卒 大学時代馬

術部に所属 

1998年より2008年までNPOにて障

がい者乗馬のコーディネーター、イ

ンストラクターを務める、2009年太

田恵美子氏と共にEFP設立。横須賀

をベースにEFPのプログラムを実

施。 

馬と人の関わる活動のサポート、

スーパーバイズ、講習会の企画準

備、などを不定期に行う。 

 

 

 

 

太田恵美子 Emiko Ota 

東京都生まれ 

青山学院大学教育学科卒 

高校大学時代に馬術部に所属全日

本女子学生選手権優勝 

1995年RDA（英国障がい者乗馬協

会）東南アジア地区インストラクター

の資格を取得。障がい者乗馬の国税

庁認定NPOを創設。 

台湾、韓国での障がい者乗馬の活動

を指導し設立に寄与。 

2009年より中田氏と共に対象を障

がい者に限らないEFPを立ち上げ

る。 

スペシャルオリンピックス日本馬術ト

レーナー 

 

 

EFPの活動は、多くのボランティアに

よって支えられています。 

年活動概要
 

1月13日 乗馬クリニック 

 

7月26日 理学療養士による乗馬ク

リニック 

 

11月3日 福岡・恵光園で台湾から

講師を迎えて講習会「馬の活用の

可能性」開催 

[講師] 

＊台湾セラピューティックライディン

グセンター Uta Rindflisch-Wu（林

嫵恬）氏 

台湾セラピューティックライディング

センター プログラム管理者／HETI

（教育と治療における馬の国際連

盟）：理事／台湾馬術協会：パラリン

ピック馬術部門責任者 Lilian Li（黎

雅慧）氏 

 

12月8日 理学療養士による乗馬ク

リニック 

 

12月13日 ポニー児童相談所訪問 

雑誌「 」も取材 対談  

2013年2月よりエコ＆ソーシャルなニュースを届ける月刊誌

「ソトコト」でMISIAの連載「あふれ出る想い」がスタート。これ

までにMISIAのアフリカ視察の思い出や、出会ってきた人々と

の対談を通じて、彼女の想いや社会や自然への視線を紹介

しています。 

今回の視察ではソトコト編集スタッフも同行、MISIAとEFP代表

の中田正子さん、太田美恵子さんが対談しました。 

馬の魅力と障がい者乗馬が与える影響、そして今馬と共に

暮らすという事等、私たちに何ができるのか、馬と人、あらゆ

る生きものとの未来について語りました。 

ソトコトは毎月5日、発売されます。障害者乗馬についての対談

は2014年3月5日に発売予定です。 
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せることはもちろん、対人関係のコ

ツを覚え、恐怖心を減少させること

で積極的な社会性をはぐくむこと

が期待されています。 

 訓練された馬は人間を拒絶しま

せんし、正しい合図を与えれば常に

一定の反応を示してくれます。その

ため他人や社会に対して心を閉ざ

してしまう子どもでも、馬に対して

は心を開き自発的な行動をとるよ

うになるという事例は数多く報告

されています。 

 馬の動きを体全体で感じ取った

り、馬の感触や体温を味わったり、

自然に移り変わる景色を受け止め

たりすることは、日常生活ではなか

なか得ることができない刺激です。

それが訓練や学習というかたちで

はなく、楽しみながら行えることが

乗馬の最大の特徴でもあります。 

心と心をつなぐ 

 「ポニーを児童相談所や老人施

設に連れて行くと、本当に喜ばれま

す。施設の中で共通の話題がなく、

コミュニケーションを取らなかった

人が、馬が来ることで、列になって

順番で乗るのを待ったり、イベントの

後も馬の話題で会話が続くそうで

す。馬を中心としたコミュニケー

ションが期待されています。 

馬の役割の変化 

 長く人に愛されていた馬ですが、

現在その役割が変わりつつありま

す。かつては農耕馬として、また町

での使役馬としてその経済的価値

が認められ多くの場面で馬が活躍

をする場面がみられました。「馬が

暮らす牧場とそうではない牧場で

は草の生育も違う。馬が草を食べた

りボロを出すことで、土地に栄養を

もたらしたんです」。 

 「でも工業化によって馬の役割は

変わりました。日本では現在対馬に

いる在来種の対州馬のような農耕

馬の数は減少しています」。馬は使

役されるだけではなく、ペットとし

て、スポーツパートナーとして、多様

な役割を持ちます。 

 従来の馬の役割に加え、共に生き

環境に影響を与える生きものとし

て、人の心にコミュニケーション力

をもたらすものとして、新たな関係

を考え、構築する。そうした取り組み

がこれからより一層求められるよう

になるのかもしれません。。 
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センター プログラム管理者／HETI

（教育と治療における馬の国際連

盟）：理事／台湾馬術協会：パラリン

ピック馬術部門責任者 Lilian Li（黎

雅慧）氏 

 

12月8日 理学療養士による乗馬ク

リニック 

 

12月13日 ポニー児童相談所訪問 

雑誌「 」も取材 対談  

2013年2月よりエコ＆ソーシャルなニュースを届ける月刊誌

「ソトコト」でMISIAの連載「あふれ出る想い」がスタート。これ

までにMISIAのアフリカ視察の思い出や、出会ってきた人々と

の対談を通じて、彼女の想いや社会や自然への視線を紹介

しています。 

今回の視察ではソトコト編集スタッフも同行、MISIAとEFP代表

の中田正子さん、太田美恵子さんが対談しました。 

馬の魅力と障がい者乗馬が与える影響、そして今馬と共に

暮らすという事等、私たちに何ができるのか、馬と人、あらゆ

る生きものとの未来について語りました。 

ソトコトは毎月5日、発売されます。障害者乗馬についての対談

は2014年3月5日に発売予定です。 
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せることはもちろん、対人関係のコ

ツを覚え、恐怖心を減少させること

で積極的な社会性をはぐくむこと

が期待されています。 

 訓練された馬は人間を拒絶しま

せんし、正しい合図を与えれば常に

一定の反応を示してくれます。その

ため他人や社会に対して心を閉ざ

してしまう子どもでも、馬に対して

は心を開き自発的な行動をとるよ

うになるという事例は数多く報告

されています。 

 馬の動きを体全体で感じ取った

り、馬の感触や体温を味わったり、

自然に移り変わる景色を受け止め

たりすることは、日常生活ではなか

なか得ることができない刺激です。

それが訓練や学習というかたちで

はなく、楽しみながら行えることが

乗馬の最大の特徴でもあります。 

心と心をつなぐ 

 「ポニーを児童相談所や老人施

設に連れて行くと、本当に喜ばれま

す。施設の中で共通の話題がなく、

コミュニケーションを取らなかった

人が、馬が来ることで、列になって

順番で乗るのを待ったり、イベントの

後も馬の話題で会話が続くそうで

す。馬を中心としたコミュニケー

ションが期待されています。 

馬の役割の変化 

 長く人に愛されていた馬ですが、

現在その役割が変わりつつありま

す。かつては農耕馬として、また町

での使役馬としてその経済的価値

が認められ多くの場面で馬が活躍

をする場面がみられました。「馬が

暮らす牧場とそうではない牧場で

は草の生育も違う。馬が草を食べた

りボロを出すことで、土地に栄養を

もたらしたんです」。 

 「でも工業化によって馬の役割は

変わりました。日本では現在対馬に

いる在来種の対州馬のような農耕

馬の数は減少しています」。馬は使

役されるだけではなく、ペットとし

て、スポーツパートナーとして、多様

な役割を持ちます。 

 従来の馬の役割に加え、共に生き

環境に影響を与える生きものとし

て、人の心にコミュニケーション力

をもたらすものとして、新たな関係

を考え、構築する。そうした取り組み

がこれからより一層求められるよう

になるのかもしれません。。 



150-0001 東京都渋谷区神宮前1.14.13 

tel: 03.5414.7778 

E-mail: info@mudef.net 

URL: www.mudef.net 

mu d e f  

Equine Facilitated Project  

HP: http://efproject.web.fc2.com/ 

  

2014年3月に英国より講師を招きワークショップ「learning to listen 馬からの学び」開催 

 20日(木）：WORKSHOP1：「馬とのよりよい関係のために」 

＊ 会場  ： 乗馬クラブ クリエ三浦 

＊ 馬の動作や反応から、馬のことばを理解しよう。観察、ハンドリング、馬装、馬へのプレッシャーなどからの学び 

＊ 対象：クリエ三浦メンバー／クリエ三浦自馬オーナー（それぞれ半日開催） 

 

 3月21日(金）WORKSHOP2「馬とのよりよい関係のために」 

＊ 会場  ：グリーンフィールドET 

＊ 馬の動作や反応から、馬のことばを理解しよう。観察、ハンドリング、馬装、馬へのプレッシャー。馬とのアクティビティ、ランチなど

を通しての学び 

 

 3月22日(土)WORKSHOP3「傾聴とアサーション 人とのよりよい関係のために」 

＊ 会場  ：グリーンフィールドET 

＊ 自分も相手も他者も大切にすることを馬とのアクティビティなどを通して学ぶ 

＊ 対象：馬に接した経験がない方 

 

 3月23日(日)WORKSHOP4「ファミリープログラム～よりよい家族関係のために」 

＊ 会場  ：グリーンフィールドET 

＊ 家族で馬とのアクティビティを体験する 

＊ 対象、参加要件：家族単位での参加。馬に接した経験は問わない 
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障がい者乗馬とは  

 

―障がい者乗馬とは 

障がい者が乗馬を通じてレクリエーションや機
能回復の機会を推進するとともに、スポーツとし
ての乗馬を楽しめる活動を指します。 

馬は元来おだやかで人なつっこく、従順であり、
正しく接すれば、人間を攻撃しない、穏やかな生
きものです。乗馬を通じて命の尊厳を学ぶとと
もに、馬の世話や非言語コミュニケーションを通
じた「気づき」や乗馬を通じた達成感を得ること
が期待されています。 

 

―障がい者乗馬の歴史 

20世紀初頭、第一次世界大戦にまで遡ります。
大戦で負傷したイギリス兵たちが、馬に乗ってリ
ハビリを行ったことが、その発祥とされていま
す。その後、「乗馬セラピー」は世界中に広まり、
現在ではごく一般的な治療の手段として実践さ
れています。 

 

 

 

乗馬セラピー効果 
 

―知的障がい者・児の場合 

大型動物とコミュニケート出来たことで自信が
つき、日常生活が積極的になったり、家族以外の
人と話さなかった子が、馬と一緒に歩いてくれ
たボランティアの人に話しかけるようになった
り、馬に乗ることで姿勢がしっかりしてくるなど
があります。 

 

―身体障がい者の場合 

普段使わない筋肉を使ったり、馬のあたたかい
背中にまたがることで、股関節が広がるなどの
リハビリ効果や、走ることができない人でも馬に
乗って走ることで、風をきって走る爽快感が味
わえるなどがあります。 

馬との活動を通じて他者との関係を築くという事

 EFP (Equine Facilitated Project)とは、人

が幸せになるために、馬と馬をとりまく環境

がもたらしてくれる恵みを目的をもって利用

するプロジェクト。 

 mudefは、幸せな明日を迎えることをサポー

トする取り組み「Hope and Dream」プロジェク

トのひとつとして、EFPを通じて、主に障害を持

つ子どもたちが乗馬を通じてレクリエーション

や機能回復の機会を推進しています。 

 目指すのは、誰でもが馬との活動を通して、

忙しない日常を離れ、自然の中でゆったりと

した時間を持つこと、その中で、よりよい関係

―自然、動物、家族、自分、他者との関係を築

いていくこと。 

 障がいを持つ人を含めたすべての人が、ス

ポーツを楽しめることは、あらゆる人が、等し

く社会にアクセス可能な社会を目指すことに

つながります。そしてこのアクセシブルな社

会の実現は、mudefが活動の軸に掲げる「世界

的規模の課題の解決」のための第一歩でもあ

ります。 

 世界中のすべての人が、自分たちの可能性

に挑戦し続ける社会を目指して。そんな願い

から、mudefはEFPをサポートしています。 

EFPとは P.1 

2/2活動レポート  P.2 

今後の活動予定 P.4 

年 月

Activity Report: Equine Facilitated Project   
EFPでは、生涯発達を目指したハッピーな馬との活動を発信しています。 

 馬、自然とのふれあい 

 チームビルディング、コミュニケーション向上プログラム 

 馬の世話をとおした社会体験・労働体験 

 近隣農家との協力プログラム、収穫や食の循環を学ぶ 

 低年齢児のグループ療育プログラム 

 心と身体を育む子どものためのプログラムい 

 特別なニーズがある人の乗馬指導や乗馬活動コーディネート、支援 

 デイキャンプや季節ごとの行事の開催 

 ポニー出張（パーティ、イベント他） 

 外乗旅行 

 講師派遣によるセミナー、クリニックの開催など 

EFPの主な活動 

EFPの活動は、エルセーヌグループの支援を受けて実施されています。 
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